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色素増感太陽電池 (DSSC)の性能向上と工程簡略化を実現させるためには，構成する電極をより安価に形

成する新たな設計手法が必要である。そこで，本研究では費用対効果の高い浸漬法を用いた DSSC 用の白

金対極の成膜プロセスの開発を行った。白金対極はフッ素ドープ酸化スズ (FTO)基板を還元剤，保護材を

含有する 3-メルカプトプロピルトリエトキシシラン (MTS)-Pt 懸濁液に浸漬することにより作製した。本手

法で作製した電極の評価は，DSSC の発電特性測定で実施した。比較用として，従来のスパッタリング法

で作製した白金蒸着基板を用いた。その結果，本研究で得られた白金対極による発電の変換効率は 8.28％

であり，白金蒸着基板と同等の値であった。一方で，本手法の電極作製に必要な白金の使用量は，スパッ

タリング法のそれに比べて 1/90 量であった。以上の結果より，本手法で得られる白金電極は真空装置を必

要とせずに白金使用量を大幅に低減する DSSC の対極に適しており，DSSC の低コスト化に有効な製造プ

ロセスであることを明らかにした。  
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